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社
団
法
人
日
本
農
業
法
人
協
会
は
三
月
十
一
日
、

第
十
回
総
会
を
開
き
、
平
成
十
六
年
度
の
事
業
計

画
案
・
同
予
算
案
の
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
正
会
員
の
会
費
を
三
万
円
と
す
る
こ
と
に

つ
い
て
も
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
は
、
一
昨
年
来
組
織
委
員
会
を
中
心
に

議
論
い
た
だ
い
た
「
組
織
活
動
・
財
政
基
盤
強
化

対
策
」
の
考
え
方
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
で
、
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
重
点
課
題
〉

（
１
）
農
業
法
人
に
よ
る
「
地
域
活
動
」
の

　
　
　
活
発
化

（
２
）
研
修
活
動
の
強
化

（
３
）
政
策
提
言
・
広
報
活
動
等
の
強
化

（
４
）
組
織
活
動
の
見
直
し
と
財
政
基
盤
の
強
化	

 
 

　　
重
点
課
題
と
し
て
右
の
四
つ
を
掲
げ
ま
し
た
。

〈
予
算
・
財
政
へ
の
反
映
〉

●
会
費
収
入
・
独
自
事
業
収
入
の
増
加
に
よ
り
財

政
の
自
立
を
実
現

（
補
助
事
業
依
存
度
は
十
四
年
度
六
二
％
↓
十
六
年

度
二
四
％
に
縮
減
）

十
六
年
度
は
、
会
費
の
増
額
（
二
↓
三
万
円
）
及

び
会
員
の
拡
大
に
よ
る
会
費
収
入
の
増
加
や
事
業

収
入
の
拡
大
に
よ
り
、
補
助
金
へ
の
依
存
度
を
大

幅
に
圧
縮
し
た
、
い
わ
ば
自
立
的
な
財
政
運
営
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

・
正
会
員
の
拡
大
（
一
、
七
〇
〇
会
員
以
上
）

・
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
倶
楽
部
会
員
の
拡
大
（
準

賛
助
会
員
と
し
て
四
十
五
程
度
に
）

●
新
規
の
取
組
み
を
含
め
た
事
業
の
強
化

〈
事
業
内
容
へ
の
反
映
〉
に
示
す
よ
う
に
、
新
規
の

取
組
み
を
含
め
、
事
業
活
動
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
外
国
人
研
修
生
受
入
体
制
の
強
化

現
在
、
事
業
収
益
の
大
半
を
占
め
る
の
が
外
国
人
研

修
生
受
入
活
動
・
同
研
修
活
動
で
あ
り
、
こ
の
活
動

の
拡
大
を
可
能
に
し
つ
つ
、
他
の
事
業
活
動
に
支
障

を
与
え
な
い
よ
う
職
員
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

●
高
齢
者
の
農
業
雇
用
拡
大
に
関
す
る
調
査
を
受
託

●
管
理
費
の
伸
び
を
抑
制

（
総
会
２
回
、
運
営
委
員
会
２
回
、
役
員
会
３
回
は

組
織
運
営
に
最
低
限
必
須
と
位
置
づ
け
、
県
の
事

務
局
・
役
員
と
の
連
携
強
化
を
図
り
効
率
的
な
会

議
運
営
を
実
現
）

●
事
業
部
門
の
人
件
費
負
担
を
拡
大

（
事
業
規
模
・
内
容
に
応
じ
た
職
員
の
配
置
と
人
件

費
の
確
保
）

●
以
上
に
よ
り
少
な
く
と
も
前
々
年
度
並
み
の
収

支
均
衡
を
確
保

●
今
後
、
よ
り
安
定
し
た
事
業
収
入
の
確
保
が
課

題	 

〈
事
業
内
容
へ
の
反
映
〉

①
協
会
か
ら
会
員
へ
の
直
接
的
な
活
動
の
充
実

●
会
員
の
意
見
を
よ
り
政
策
に
反
映

十
六
年
度
は
「
基
本
計
画
」
の
見
直
し
の
年
で
あ

り
、
政
策
委
員
会
を
中
心
に
政
策
提
案
づ
く
り
に

精
力
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
課
題
別
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
部
門
別
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

開
き
、
課
題
別
、
部
門
別
の
課
題
を
整
理
し
ま
す
。

●
人
づ
く
り
（
人
材
育
成
・
養
成
）
対
策
を
強
化

●
異
業
種
・
関
連
企
業
等
と
の
連
携
を
強
化
（
ア

グ
リ
サ
ポ
ー
ト
倶
楽
部
）

経
営
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
ン
ス
や
課
題
が
め
ぐ

っ
て
き
ま
す
。
そ
う
し
た
際
に
専
門
家
の
知
識
や

関
連
企
業
等
の
情
報
を
ヒ
ン
ト
に
経
営
の
発
展
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
出
会
い
の
場
の
充
実
に
取
り

組
み
ま
す
。

●
消
費
者
等
と
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
づ
く
り

を
強
化

（
全
国
段
階
で
の
ア
グ
リ
フ
ァ
ン
倶
楽
部
活
動

を
実
施
）

●
活
動
を
よ
り
積
極
的
に
紹
介
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
）

現
在
、
更
新
が
遅
れ
が
ち
な
Ｈ
Ｐ
の
充
実
・
刷
新

に
努
め
ま
す
。

●
会
員
へ
の
情
報
提
供
を
充
実

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
情
報
の
充
実
や
情
報
提
供
機
能
の
強

化
を
検
討
）

現
在
、
毎
週
一
回
、
法
人
経
営
に
必
要
な
実
務
知

識
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、
四
月
か

ら
は
こ
れ
に
加
え
月
一
回
程
度
、
法
人
経
営
紹
介

を
は
じ
め
各
種
の
話
題
提
供
を
行
い
、
内
容
の
充

実
に
努
め
ま
す
。	 

②
県
支
部
（
組
織
）
を
通
じ
た
活
動
の
充
実

●
よ
り
多
く
の
会
員
が
研
修
・
交
流
等
に
参
加
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り

　
（
従
来
の
研
修
開
催
の
見
直
し
）

会
員
の
中
に
は
各
種
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
く
て
も
、

な
か
な
か
東
京
ま
で
は
足
を
運
び
に
く
い
方
が
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
十
六
年
度
も
、
会
員
の
よ
り
身

近
な
場
所
で
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
等
が
開
催
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

・
秋
季
セ
ミ
ナ
ー
の
地
方
開
催
の
定
着
化
（
十

六
年
度
は
愛
媛
県
）

・
経
営
能
力
向
上
や
経
営
承
継
者
の
育
成
を
目

的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
開
催

・
部
門
別
、
女
性
・
青
年
層
別
等
の
交
流
の
推

進

●
農
業
法
人
と
消
費
者
と
の
交
流
活
動
を
推
進

（
ア
グ
リ
フ
ァ
ン
倶
楽
部
活
動
実
施
県
の
拡
大
）

●
農
業
法
人
か
ら
の
情
報
発
信
活
動
を
強
化

（
Ｈ
Ｐ
の
充
実
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
情
報
等
の
活
用
）

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
情
報
等
で

よ
り
積
極
的
に
紹
介
し
た
り
、
Ｈ
Ｐ
で
も
会
員
の

交
流
が
図
れ
る
よ
う
な
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

●
仲
間
づ
く
り
（
組
織
加
入
）
を
積
極
的
に
推
進

（
農
業
法
人
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
活
動
﹇
新
規
﹈
）

こ
れ
は
設
立
当
初
か
ら
の
課
題
で
し
た
。
農
業
法

人
の
会
員
同
士
の
交
流
や
会
員
の
拡
大
な
ど
を
目

指
し
て
、
当
協
会
と
県
組
織
が
協
力
し
て
、
全
国

二
十
県
程
度
で
進
め
ま
す
。	

③
事
務
局
体
制
の
整
備

●
引
き
続
き
財
政
基
盤
の
強
化
対
策
に
取
り
組
み

（
財
政
的
自
立
の
強
化
）

●
会
員
に
対
す
る
事
業
そ
の
他
を
円
滑
に
推
進
で

き
る
体
制
を
確
立
（
人
員
の
増
強
）

④
県
支
部
（
組
織
）
の
活
動
・
体
制
強
化
へ
の
支
援

●
組
織
活
動
の
推
進
の
カ
ナ
メ
で
あ
る
県
組
織
の

活
動
を
支
援

●
県
支
部
化
を
進
め
、
本
部
・
支
部
の
連
携
を
強

化
。
ま
た
会
費
値
上
げ
影
響
を
緩
和

〈
予
　
算
〉

（
１
）
予
算
収
入
合
計
は
二
億
九
三
五
九

　
　
　
万
円

（
２
）
会
費
収
入
の
ウ
ェ
イ
ト
は
一
九
％
、

　
　
　
事
業
収
入
は
四
一
％

（
３
）
補
助
事
業
費
の
減
少
に
と
も
な
い

　
　
　
半
数
の
事
業
で
事
業
規
模
が
縮
小

（
４
）
管
理
費
の
ウ
ェ
イ
ト
を
一
五
％
に

　
　
　
圧
縮	

 
 　

今
後
、
活
動
の
具
体
的
内
容
を
逐
次
紹
介
し
て

い
く
と
と
も
に
、
法
人
協
会
の
活
動
に
つ
い
て
も

お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
十
六
年
度
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■政策提案の決定について

　当協会は３月11日の総会で、「21世紀のわが
国農業・農村の基本方向に関する提案－農業法
人が考える21世紀農業再生の戦略－」を決議し
ました。
　また、京都府丹波町にある当協会会員の農場
で発生した鳥インフルエンザが対応の遅れ等に
より２次感染の発生や周辺養鶏場への影響、消
費者への不安をもたらしていることにかんがみ、
「食の安全の確保と高病原性鳥インフルエンザ
対策に関する特別決議」を行いました。特別決
議では、国や関係機関に対する要望事項として、
感染防止、被災養鶏場への支援措置、互助基金
の支援、経営安定の仕組みの検討、国民に対す
る正しい知識の啓発等を盛り込んだ上で、農業
法人自らが毅然とした態度で、責任とモラルを
もって生産に取り組むことなどについて確認し
ました。

※総会資料等は追って会員の皆さまにお送りし
ます。


